
第９１回 宮城県災害対策本部会議 議事要旨

１ 日 時

平成２３年８月２４日 １０時００分

２ 場 所

県庁行政庁舎４階 庁議室

３ 配付資料

第９１回宮城県災害対策本部会議資料

４ 議事要旨

○末松副大臣

・肉牛出荷停止の一部解除があった。喜ばしい。

・８月２７日に放射性物質対策，徐染処理の形が政府で示される見込みである。

○小野寺危機管理監

・死者は９，３１５人，行方不明者は２，３５０人，避難者は６，１３７人である。

・被害額は２，１００億円増加し，住宅関係で２万６千棟分が増えた。その結果，

６兆９，２８７億円となっている。

○今野総務部長

・特になし

○伊藤震災復興企画部長

・特になし

○環境生活部

・放射性物質の測定報告は，水道関係は変化なしであるが，岩沼市の玉崎浄水場の発

生土から２７，０００ベクレルが検出されたため，処分方法が決定するまでに適切に

保管管理する。

・空間は微減で，学校，保育所等の校庭の１，６２７施設で０．７６～０．０４ベク

レルであり，いずれも基準以下である。

○岡部保健福祉部長

・孤児は１人増加で１２０人である。寄付金は８億４百万円である。ボランティアは

土曜が２，２７６人，日曜が１，１５４人活動した。



・義援金は２０９億円，計８５３億円で７１．８％支給した。

○経済商工観光部

・高等技術専門校における特別訓練コースの訓練を開始した。

○千葉農林水産部長

・漁港等の瓦礫処理は９月までかかる，漁場は６０％完了した。牡鹿魚市場が９月初

旬再開予定であり，七ヶ浜は９月中に仮設市場を設置予定である。

○橋本土木部長

・住宅関係被害について，災害査定が４３．５％完了した。

・９月１日から住宅局所管の災害公営住宅に係る住宅滅失戸数の査定を実施する。

・仙台空港で平成２４年３月２５日から仙台上海北京線が再開される。また，３月２

７日から大連経由が再開される。

・仮設住宅の完成率は８９．６％であり，２２，０５０戸ですべて着工済みである。

○竹内警察本部長

・遺体について，９，４０９体収容した。２週間で２０体収容し，海上が１６体であ

った。引渡数は９，３９９体であり，遺族が７，７５３体，市町村が１，６４６体で

ある。

・他県からの応援は８４０名である。１ヶ月前は１，３００名であり，徐々に縮小し

ている。

○海上保安庁

・遺体について，前回から９体収容した。石巻市，女川町，仙台港で収容した。累計

１８３体である。

○教育委員会

・人的被害について，石巻市，女川町で判明し，計３１５名になった。

・学校避難所は４４校である。

・プールの放射能を測定し，不検出であった。


